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歴史的街並みは、地域の観光資源であると同
時に、住民の生活の場であり、地域アイデン
ティティの表象でもあります。このような複雑
な価値を併せ持つ存在として、現在、世界各地
で歴史的街並みの保全が進められていますが、
その方法や考え方は国や地域によって大きく異
なります。

私は、日本および中国をはじめとする各国の
事例を対象に、歴史的街並みがどのようなプロ
セスを経て保全されてきたのかを地理学的視点
から明らかにすることを目的としています。地
域に足を運び、住民への聞き取り調査を通じて、
古民家や歴史的建築物を地域資源として捉える
意識、個々の建築物所有者の意思決定、地域を
取り巻く社会的・経済的要因を分析します。

これらの比較分析から、歴史的街並みの保全
を促進する要素を明らかにし、国際比較を通じ
て地域特性に応じた保全モデルを提示するとと
もに、地域のよりよい発展に資する提案を行う
ことを目指します。

セールスポイント

歴史的街並みの保全と地理学に関する豊富な知識と、国内外での調査実績を有しており、地域資
源としての古民家や歴史的建築物の活用、観光振興と両立した保全について具体的な提案が可能で
す。特に、個々の建築物所有者の意思決定や、地域を取り巻く社会的・経済的条件、地域特性を踏
まえた保全プロセスの分析に強みがあります。日本と中国をはじめとする国際比較の視点を導入す
ることで、制度や文化的背景の違いが保全のあり方に与える影響を明らかにし、地域特性に即した
実践的な保全・活用モデルを提示できる点が、私の研究の特徴です。

想定される用途・応用例・活用例

・歴史的街並み保全を目的とした地域振興施策に関する研究支援
・古民家・歴史的建築物の保全と観光活用に関するモデル検討
・国際比較研究に基づく政策提言および共同研究の推進
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